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主な業務内容：森林整備、野生鳥獣、特用林産物

地域おこし協力隊2年目



標津町ってどんなとこ…？

シベツ＝アイヌ語で『サケのいるところ』、『大きな川』

人口：4,793人（R6.12)
主要産業：酪農業

漁業（サケ、ホタテ等）

鮭の聖地として日本遺産にも登録！

北海道の最東部、知床半島と根室半島の間に位置し、

過去には秋ザケ水揚げ量日本一にも

約20㎞東には国後島が存在します



標津のシンボル『鮭』を和紙で作ろう！

鮭ちょうちんそれが

なんで和紙？？



標津町では和紙原料
『ノリウツギ』の採取事業を実施



ノリウツギとは

4~8mほどの低
木。湿原や森林

など広い環境に

生息。標津町に

は多く自生。

アジサイの仲間

内樹皮から取れ

るネバネバした

成分がネリとし

て和紙漉きに使

われる。

和紙の原料

文化財の修復に

用いられる手漉

き和紙。奈良県

吉野町でのみ生

産される。

宇陀紙に必須

収奪的な採取や

、シカの食害に

よって大きく減

少。採取者もい

なくなった。

生産地減少
うだがみ



令和４年度からノリウツギの採取事業を開始
標津町ノリウツギ・プロジェクトがスタート

①日本の文化財修理・和紙文化を支える

②持続可能な地域資源の産地形成

・日本文化の継承に寄与するという社会貢献

・文化財保護を支えているという町のＰＲや町民の誇りにつながる

・未利用資源の活用、新たな雇用機会の創出、産地を通じた地域間の交流

このままではノリウツギの確保ができず、和紙漉きや文化財修理にも
影響が出てくる…



・手漉き和紙体験

現在の取り組み

継続的に進めるには地域住民の理解が不可欠…

・卒業証書作成

・うちわ作成

町のシンボル

鮭
新地域資源

ノリウツギ＋ 鮭ちょうちん

＝

新たな取り組み



・鮭ちょうちん展示会

・町民参加型の作成会



2種類のちょうちんを作成

町民参加型で作成会を実施

作成は比較的簡単

鮭ちょうちん

いくらちょうちん

大きなものは1.5m
地元デザイナーに作成を委託

奈良県吉野町の手漉き和紙を使用

展示映えするには数が必要



いくらちょうちん作成会



標津サーモン科学館で展示会
特別展『鮭ちょうちん ～和紙がつむぐ物語～ 』









本事業を通して
低学年の子供にも色付けで関わって
もらうことができ、幅広い層に参加
してもらった。

幅広い年代の参加

展示会には町内外問わず多くの来客
があり、ノリウツギや和紙に関する
普及啓発が進んだ。町の夏祭りで和
紙を使いたいという新たなオファー
もきた。

普及啓発の促進

鮭ちょうちんはサーモン科学館で展
示が継続。いくらちょうちんは町の
イベントで利用予定。ちょうちんの
作成キットの商品化も検討。

継続的活動



協力

エア・ウォーター北海道株式会社 様
ご支援

標津サーモン科学館

福西和紙本舗

標津町森林組合

株式会社ゼンパ

株式会社吉田電器
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